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　引き続き、一層のご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

１．日時、場所

日時 平成28年8月2日（火）　10:00～11:00

場所 つくばビジネスカレッジ専門学校　102教室

２．学校関係者評価委員

３．委員会次第（概要）

（１） 開会

（２） 理事長挨拶

（３） 学校長挨拶

（４） 平成27年度自己点検・評価報告

（５） 討議・意見交換・改善策（詳細は後述の通り）

　各委員から、自己点検・評価報告書に関するご意見やご感想を頂き、改善策を記載した。

（６） 閉会

平成28年8月30日

橋谷　征司

細田　哲司

学校法人つくば総合学院

理事長　　片岡　均

平成28年度学校関係者評価報告について

　学校法人つくば総合学院　つくばビジネスカレッジ専門学校では、本校規程に基づき、学校関係者評価委
員会を実施いたしました。以下にその内容についてご報告いたします。

　今後は、各委員からの意見や指導等を真摯に受け止め、より良い教育、より良い学校運営を目指し、教職
員一同努力してまいります。

氏名

大里　香織

片岡　均 学校法人つくば総合学院　理事長 (学校関係者)

山田　梨紗

石川　弘 つくばビジネスカレッジ専門学校　校長 (学校関係者)

長瀬　剛夫 つくばビジネスカレッジ専門学校　副校長 (学校関係者)

　石川校長より、平成28年度より校長に就任したことの報告があり、また専門学校発展のために
各高等学校との協力関係をさらに強化し、各委員におかれても益々のご協力ご支援を賜りたいと
挨拶があった。

　長瀬副校長より、平成27年度の事業報告、自己点検・評価報告書について、各項目の達成度や
取り組み状況、今後の改善点について報告がなされた。
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選任区分

（教育関係者）

（地域住民）

（企業勤務者）

（卒業生）



４．討議・意見交換・改善策について

（意見等）

(改善策等）

（意見等）

(改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

　平成27年度の自己点検・評価報告に基づき、達成状況に関する意見等も含めて、法人や学校に対して要
望等を含め、次のような貴重なご意見を頂き、指摘事項の改善を図ります。

評価項目 自己点検・評価についてのご意見・ご感想など

引き続き適切な情報発信を入学希望者やその保護者に向けて提示してい
く。

2 学校運営

学校運営は安定してきているが、少子化時代に伴い、高校生の入学生確
保が厳しさを増す中で、中長期的な計画（事業計画、採用計画等）につい
ては、これから益々の取り組みが求められるところである。

採用計画を含め中長期的な事業計画の見直しに取り組んでいく。

4 学修成果

資格取得率が低下し、高資格が取得できなくなってきている。問題点を精
査しカリキュラムや目標資格の変更を検討しなければならないのでは。ま
た地元の企業や医療機関との関係強化のため、定期的な企業訪問や卒
業生訪問により、関係強化を図って頂きたい。

就職課による定期的な企業訪問により、卒業生の同行を把握するととも
に、企業の求める人材像などの情報収集活動を行っていく。

1 教育理念・目標

教育理念、教育方針、指導方針については、適時確認されているので問
題はないと考えられる。

3 教育活動

授業評価や保護者アンケートは評価できる。各課題に対する取り組みは
優先順位をつけて改善していなかければならない。関連団体協力ものと、
各自が積極的に自己研鑽をすることを期待する。

各講師間の情報共有を強化し、学習進度の遅い学生へ個別に指導する。
授業評価等については、速やかにフィードバックし、各職員の目標チェック
表に記載し、改善していく。教職員研修は、各学科で課題となる分野への
参加を促していく。

5 学生支援

学生の状況が多様化していく中で、学生相談や学生指導に関する研修な
どへ教職員を派遣をしてみてはどうか。

カウンセラーが必要と思われる学生については、学校全体での対応を図
り、保護者協力ものと、早期に専門機関での受診を促していく。
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（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

（意見等）

（改善策等）

7 学生の受け入れ募集

少子化時代に伴い、安定した学生募集をお願いしたい。

検定実績、就職実績等、適切に情報発信し、入学希望者が安心して進路
選択ができるような募集活動を継続して行っていく。

評価項目 自己点検・評価についてのご意見・ご感想など

6 教育環境

優先順位をつけて計画的に設備の入れ替えをお願いしたい。

老朽した設備関連の入れ替えを計画的に行う。また省電力化のため、LED
照明への交換も検討課題とする。

8 財務

専門学校の収入は、学生生徒納付金が主なものであり、入学生の継続確
保をお願いしたい。学校設立後20年が経過しているため、老朽化や耐用
年数が経過している各種設備の計画的な入れ替えを検討して頂きたい。

入学生の確保も重要であるが、少子化時代により、学び直しを希望する社
会人経験者の獲得も必要となる。また年度途中で退学する学生の低減に
ついては、全校における重要な課題と位置付ける。

9 法令等の遵守

マイナンバー制度も導入されたので、教職員への個人情報保護や法令順
守の啓発を図ってもらいたい。また企業や、医療機関にインターンシップに
出る学生についても同様である。

取り扱う情報量が多岐にわたるため、教職員における法令順守が益々求
められる。同分野の研修計画も立案していかなければならない。

10 社会貢献・地域貢献

地元密着の専門学校として、各分野の講座開催を検討して頂きたい。

継続して施設貸し出し等社会貢献は実施していく。また地元向けのイベン
ト企画を次年度以降計画的に実施していく。
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